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顧　問
大越　 孝 ／69大英卒�
川合　貞義／94大院卒�
向井　孝次／58高校卒�
小礒　 明 ／03大院卒�
時田　宝文／75大商卒�
長谷川哲雄／73高校卒�

相談役
小椋　郊一／57高校卒�
小林　 茂 ／51高校卒�
榎木　隆子／68短家卒�

　会　長
　山本　美浩／86大中卒�

2022年桜美林学園同窓会総会で会長に
選任いただきました山本美浩です。今年
は3年ぶりに荊冠堂チャペルで対面によ
る総会を開催、賀寿祝い礼拝も約200名
の同窓生をお迎えしてお祝いすることが
できました。ウィズコロナの時代となり、
感染対策を適切に講じつつ、社会活動、
同窓会活動もしっかり進めるべく日本全
国、世界でご活躍される皆さまに紙面を
借りてごあいさつ申し上げます。
桜美林学園同窓会は、清水安三・郁子の
建学の基となったキリスト教精神「学而
事人」の教えに基づき、会員相互の親睦
を図るとともに母校の発展に寄与するこ
とを目的としています。同窓生数は今年
3月で11万8千人を超えました。この2
年間は対面によるイベントや全国地域支
部会は中止・延期となりましたが、コロ
ナ禍で学業の継続が困難になった学生を
救いたいという卒業生の強い思いから誕
生した「オールオベリン未来ファンド」に、
同窓会として合計1,200万円の寄付を行

い、100名を超える学生の「学業継続奨
学金」原資の一部とさせていただきまし
た。そして同窓会活動の理念と目的を明
確化するべく一部会則の変更、同窓会各
種規程類の見直し・整備を行いました。
また、学園創立100周年を記念した同窓
会記念事業として、同窓会創立65周年記
念誌を作成（7月完成）、「桜の園日本一計
画」では、昨年度158件の個人・団体から
238万円を超えるご寄付をいただき、７
種類64本の桜の植樹が完了し、ご寄付
いただいた皆さまの銘板をチャペル横に
設置いたしました。本プロジェクトは今
後も継続していきますので、引き続き皆
さまのご寄付をお願いいたします。その
他に「石ころ庵改修・復活の丘聖地化プ
ロジェクト」、「中国・北京�陳経綸中学訪
問ツアー」、「100周年記念�在校生・在学
生感想文コンクール」を継続取組中です。
今年度の学園同窓会は、資産保全、社会
的な信用、ガバナンスの構築・強化が求
められる中、責任ある組織体制への進化

を目指し、「法人化」の検討、また全て
の同窓生に向けた機関紙の発行、親睦会
の開催、学園支援の原資となる「同窓会
費・特別会費」の金額・徴収方法の検討、
そして、会則目的に掲げている「母校の
発展に寄与する」ためには具体的にどの
ような方法があるかを考え、具現化の検
討に取り組んでまいります。
先輩方が築かれてきた同窓会65年の歴
史の重さを受け止め、オベリンナーとし
て誇りを持ち、同窓会の機能や同窓生の
ネットワークを存分に活用し、母校と地
域社会を含めた社会への貢献の一翼を担
えるよう、「学而事人」の精神で魅力あ
る活動を進めていきたいと思います。
同窓生の皆さまにおかれましても、これ
まで以上に同窓会活動に関心を持ってい
ただき、実施されるイベントに積極的に
参画していただくことで、母校の発展に
寄与できるよう、さらなるご指導、ご協
力をお願いして、会長就任のごあいさつ
とさせていただきます。

会長あいさつ
「学而事人」の精神で魅力ある活動を進めていきたい

同窓会会長 山本美浩／79中学・82高校・86大中卒

詳細は
ウェブサイトへ

　副　会　長
　藤本　順子／78大英卒 
　井原　 剛 ／81高校卒�
　坂本　 尋 ／85大商卒�

　幹　事　
　井伊　公友／79大商卒�
　池田　洋子／71短英卒�
　石井　明正／75大経卒�
　石川　和広／86大商卒�
　石原　 健 ／88大経卒�
✿石山　智博／89大経卒�

✿井上　美紀／93大中卒�
✿岩瀬　和子／82短家卒�
　植松　智子／77大英卒�
　内山美津夫／69大英卒�
　及川　洋子／78大英卒�
　大沢　則夫／96大院卒�
　小椋　行夫／66高校卒�
　海藤　嘉郎／76大商卒�
✿梶原　 崇 ／82大中卒�
　数馬田 啓 ／94大国卒�
　木下　浩司／89大英卒�
　木村　智次／00大国卒�
　霧生　 保 ／71高校卒�
　笹野　博子／69高校卒�

　竹本　典秀／88大経卒�
　田邊　佳織／77大英卒�
　芳賀　成人／84大商卒�
　萩生田康治／95大国卒�
✿村田　 望 ／88大中卒�
　谷津　町子／73高校卒�
　米山　定克／74大経卒�
　若林　章喜／92高校卒�

　会計監査
　錦織　達也／68大英卒�
　大野　寿一／66高校卒�

✿印は新任2022〜２０２3年度同窓会役員一覧

同窓会からのお知らせ
２０２1年度の活動、決算報告および2022年度の事業計画についてご報告いたします
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Ⅰ 2021年度 一般収支決算報告  （２０２2年3月31日）

1. 収入の部　� 単位：円
科　目 予　算 決　算 増　減

2021年度卒業生会費収入�中・高校 3,272,000 3,240,000 △32,000
2021年度卒業生会費収入�大学 23,070,000 22,665,000 △405,000
2021年度卒業生会費収入�大学院 1,400,000 1,107,000 △293,000
特別会費収入 100,000 80,000 △20,000
利息収入 7,000 1,596 △5,404
誌代収入 50,000 59,000 9,000
雑収入 0 0 0
会費収入 450,000 0 △450,000
当年度収入合計 28,349,000 27,152,596 △1,196,404
前年度繰越金 8,857,813 8,857,813 0
合計 37,206,813 36,010,409 △1,196,404

2. 支出の部 
科　目 予　算 決　算 増　減

印刷費支出 6,600,000 6,776,880 176,880
発送費支出 6,000,000 3,498,954 △2,501,046
広報取材費支出 100,000 9,286 △90,714
行事費支出 1,820,000 140,220 △1,679,780
組織推進費支出 2,700,000 59,200 △2,640,800
同窓会開催補助費 500,000 23,940 △ 476,060
記念品費支出 1,800,000 1,248,365 △ 551,635
会議費支出 850,000 764,918 △ 85,082
消耗品費支出 200,000 74,040 △125,960
通信費支出 180,000 165,392 △14,608
旅費交通費支出 300,000 212,120 △87,880
備品費支出 200,000 128,089 △71,911
業務委託費支出 3,500,000 0 △3,500,000
報奨金費支出 200,000 170,000 △30,000
予備費支出 1,156,813 1,300,880 144,067
慶弔費支出 100,000 22,220 △77,780
100周年事業費支出 1,000,000 420,000 △580,000
同窓会館建設積立金 1,000,000 1,000,000 0
財政調整基金 5,000,000 5,000,000 0
周年事業費積立金 4,000,000 4,000,000 0
当期支出合計 37,206,813 25,014,504 △12,192,309
次年度繰越金 0 10,995,905 10,995,905
合計 37,206,813 36,010,409 △1,196,404

Ⅱ 同窓会館建設積立金
科　目 予　算 決　算 増　減

同窓会一般会計より繰入 1,000,000 1,000,000 0
前年度繰越金 113,000,000 113,000,000 0
合計 114,000,000 114,000,000 0

Ⅲ 財政調整基金
科　目 予　算 決　算 増　減

同窓会一般会計より繰入 5,000,000 5,000,000 0
オールオベリン未来ファンドへ寄付 -6,000,000 -6,000,000 0
前年度繰越金 27,000,000 27,000,000 0
合計 26,000,000 26,000,000 0

Ⅳ 周年事業費積立金
科　目 予　算 決　算 増　減

同窓会一般会計より繰入 4,000,000 4,000,000 0
前年度繰越金 6,500,000 6,500,000 0
合計 10,500,000 10,500,000 0

※�今後の事業予定については、同窓会ウェブサイト�
にて、または事務局までご確認ください。

3年ぶりに荊冠堂チャペルで開催された
『総会』と『賀寿祝い礼拝』の受付風景

2022年度 事業計画

  1.� �機関紙�『同窓会だより』�の発行�
（205号･206号）

  2.� �『総会』�
開催：2022年６月11日�（土）

  3.� �『賀寿祝い礼拝』�
開催：2022年６月11日�（土）

  4.� �中・高文化祭に参加�
2022年９月18日�（日）･19日�（月･祝）�
学園オリジナルグッズの販売

  5.� �大学祭（町田キャンパス）に参加�
2022年10月29日�（土）～30日�（日）�
参加内容未定

  6.� �100年桜まつり�
～リ･ユニオン＆ホームカミングデー～�
開催：2022年11月12日�（土）

  7.� �『成人の祝い礼拝�茶話会』�
開催：2023年１月９日�（月･祝）

  8.� 支部設立の拡大、�支部継続の支援活動

  9.� クラス会、�学年会、�OB会等の開催支援

10.�成果表彰および役員表彰

11.�新卒業生･修了生へ記念品贈呈

12.� �新卒業生･修了生へ�
同窓会紹介パンフレット配布

13.� �第５回�全国支部長会議�
開催：2022年７月２日�（土）

14.�学園創立�100�周年記念事業活動

15.�会員情報の更新および管理

16.�その他同窓会の目的達成のための事業
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2022 総会 レポート
6月11日（土）に3年ぶりとなる総会と賀寿祝い礼拝を開催しましたので、ご報告いたします

6月11日（土）、2022�総会＆賀寿祝い礼拝を荊冠堂チャペル
にて開催しました。
総会では、会則により幹事会で審議された2021年度事業・
決算および2022年度事業計画・予算の報告のほか、役員改
選では山本会長と３名の副会長の就任が承認されました。
総会後「賀寿祝い礼拝」を2020年度、2021年度、2022年
度に傘寿、喜寿、古希、還暦を迎えられた同窓生を対象に行
い、約200名の方にご参加いただきました。礼拝は山本会長
のあいさつに始まり、パイプオルガンの奏楽、木村牧師の説
教、大学クワイヤーによる奉唱、そして小池学園理事長、畑
山学長より祝辞がありました。礼拝終了後はコロナ禍により

2022 総会　 2022.06.11

３年ぶりに笑顔で開催
これまでのように茶
話会は行えませんで
したが、用意したお
弁当を桜カフェで楽
しんでいただくこと
に。参加された方々
は在学中の思い出話

2022年度 成果表彰
優秀な成果をあげた学生および団体を表彰し、
賞状ならびに報奨金を授与いたしました。

● 大学 野球部
　• 春季首都大学野球連盟一部リーグ　 

リーグ戦優勝（２回目）
　• 第７０回 全日本大学野球選手権記念大会 

春の全日本選手権大会 初出場

●  高校 美術部�
第71回 学展GAKUTEN　最優秀学校賞 受賞

末永いご多幸とご健康をお祈り申し上げます。礼拝にて捧げられました献金99,220円は、教育環境整備資金として学園へ寄付させていただきました。

に花を咲かせ、食後には校内を巡り、とても楽しそうな姿が
印象的でした。
唯一残念だったのは、いつも締めくくりに参加者が輪になっ
て行う校歌斉唱ができなかったことですが、皆さん次回の参
加を楽しみに笑顔でお帰りになられました。
賀寿をお迎えの皆さま、おめでとうございました。
� 行事企画委員長　木下浩司／89大英卒
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賀寿祝い礼拝
総会後に2020・2021・2022年度の3代の同窓生を対象に、賀寿祝い礼拝を開催しました

友人に誘われ、卒業以来48年ぶりに母校を訪れました。賀寿
祝いには総数191名の出席があり、過半数が女性で男性は少
数でした。皆さん健康に恵まれ、豊かな生活の中で今日の祝
いを楽しみに待っておられたように感じました。礼拝は説教
と讃美歌、そして聖歌隊のAmazing�Graceとパイプオルガ
ンの音色に心打たれました。終わりには全員で記念撮影をし、
昼食に崇貞館学食で弁当をおいしくいただき、和やかな時間
を過ごしました。キャンパスがあまりにも変わり、時間が経
つほどに懐かしい建物を思い出せなくなり驚きを隠せない中、
図書館と情報メディア室だけは当時と変わらず、記憶をたど
り友人と話し合いながら学園を散策しました。
皆さんの健康を祈りつつ、賀寿祝いに心から感
謝いたします。� 森屋　光（本田）�／73大英卒

77
歳歳

喜寿喜寿80
歳歳

傘寿傘寿

古希を祝って古希を祝って

傘寿を祝って傘寿を祝って
昨年傘寿を迎え、3年ぶりに開催された「賀寿祝い礼拝」に
出席した。当日は多くの教え子や後輩たちとあいさつを交わ
し、礼拝説教中は高校時代のさまざまなことが思い出された。
私たちの学年は旧校舎から新校舎への移行期であった。鉄筋
コンクリート校舎第一号である明々館の落成、新校歌の誕生、
チャペルの落成、スクールバス初運行などの思い出を、清水
安三先生・郁子先生の「祈りと信仰」に重ね、多くの先人の
方々のご尽力の賜物であったことを再認識し、
学園のさらなる発展を祈る次第である。
� 野中庸旦／59高校卒

喜寿祝い礼拝から3年、こんな窮屈な生活になるとは。傘寿
祝い礼拝を開催していただき感謝しています。中学高校を卒
業して61年、学園の発展と周辺の変貌は驚くばかりでした。
3年前、淵野辺駅から歩いて桜美林へ向かうと、復活の丘は
住宅街に変わり、桜美林教会があった以前の様子は何一つな
く、年月を感じました。礼拝では木村牧師より説教「せん方
つくれども希望を失わず」があり、讃美歌321番
を歌いました。おいしいお弁当をいただき、友と
語る楽しいひとときでした。�中島久男／60高校卒

60年も前に桜美林で過ごした時間を、とても大切に思いつ
つ過ごしています。喜寿祝いの際は誰にも再会できなかった
ので今回は見送ろうと思っていましたが、大阪に暮らすクラ
スメイトからの電話で私も参加を決めました。卒業してから
長い人生の道のりを別々に暮らしてきても、会えば一瞬で昔
に戻ります。懐かしいばかりではなく、これからも楽しく元
気に生きていこうと思える時間でした。安三先生、郁子先生
はいらっしゃらずともその精神が大事に守られ
ていると感じ、母校のますますの発展を心から
祈りました。　函館より�小菅まり子／62短家卒

喜寿を祝って喜寿を祝って
賀寿祝い礼拝にご招待いただきありがとうございました。同
窓会の皆さまの心のこもったおもてなしに感謝申し上げます。
名古屋から参加した友人と桜カフェでおいしいお弁当をいた
だきながら、学生時代を思い出し、楽しいひとと
きを過ごせました。学園のますますのご発展を
心よりお祈りいたします。�前野澄子／63短英卒

70
歳歳

古希古希
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中学・高校・短大家政科と8年間を桜美林学園で過ごしました。
仕事柄、時々学園の行事に出席させていただいていますが、
今回は3年ぶりに開催された「賀寿祝い礼拝」に還暦卒業生
として参列しました。「きゃ～！」という黄色い声はさすが
に聞こえませんでしたが、マスクの中は皆さん満面の笑み。
そして会場は、年齢は違ってもあっという間に和やかな雰囲
気に！　清水安三先生の「隣人愛」の精神を思い出し、継承
されていることを実感いたしました。
高校生のとき、精勤賞でいただいた「学而事人」
の額が実家の応接間に今も飾ってあります。オ
ベリン精神は、永遠に！� 岩瀬和子／82短家卒

60
歳歳

還暦還暦

桜の賀寿礼拝から緑豊かな季節の礼拝になりましたが、人生
の節目である礼拝に参加でき嬉しく思います。十代で体験し
た学園でのさまざまな出来事が、この年齢になっても体の中
にしっかり根付いていることを実感いたしました。

古希を祝って古希を祝って 創立100年を迎えた今なお、「師の影を大いに踏みなさい」
「ホームライクスクール」という安三先生のお考えが受け継
がれていることの素晴らしさ。ただ桜美林の校歌を歌うこと
ができなかったのは心残りではありましたが、
同窓会事務局の皆さまの心温まるお取り計らい
に感謝いたします。� 中原茂美／72大経卒

賀寿礼拝のお写真を同窓会
ウェブサイトでご覧いただけます！
https://www.obirin.jp/alumni/topics/2022/
jimukyoku/20220630.html

ウェブサイトへは
こちらから

今年のリ・ユニオンは「100年桜まつり」と題して、校友会主催のホームカミングデーと合同で
11月12日（土）に町田キャンパスにて開催を予定しています。詳細は同梱のチラシをご確認ください。

100年桜まつり〜リ・ユニオン＆ホームカミングデー〜 開催のお知らせ

※新型コロナウイルスの感染状況により中止となる場合もありますので、その際はご了承いただきますようお願いいたします。
中止の場合は同窓会ウェブサイトにてご案内します。

40年前町田駅から母とスクールバスに乗車し、崇貞寮に入
寮したバブル期の女子大生が、賀寿祝い礼拝に出席するよう
になるとは、当時は想像もできませんでした。
パイプオルガンの調べと大学クワイヤーの歌声に包まれ、3
年ぶりの礼拝がスタートしました。木村牧師は説教で、コロ
ナにより先行き不透明となってしまった高校生の考え方や気
持ちの変化に、1945年に安三先生が敗戦により帰国をやむ
なくされた当時の心の葛藤を重ね、復活の信仰「せん方つく
れども希望を失わず」をテーマとした、歴史を超えたお話を
してくださいました。
今回、札幌から賀寿祝いへ参加するにあたって、母校の門を
くぐるまで不安でした。しかしイケメン在学生たちにスーツ
姿で「おめでとうございます」と声をかけていただき、多く
のオベリンナーの方々と交流できたことは、還暦を前に改め
て人とのつながりを大切にしていこうと考えるよい機会とな
りました。最後に、学園と同窓会の皆さまのご
尽力に心より感謝と御礼を申し上げます。
� 小助川よしえ／82短英卒

還暦を祝って還暦を祝って
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■ 全 国 支 部 長 会 議 ■
7月2日（土）にオンラインで開催された全国支部長会議についてご報告いたします

発会年度：2002年　　会員数：3,517名
支部会開催時期：2017年7月21日（前回）
メッセージ：現在町田支部は約3,500名の会員を擁し、日々
学園の発展を肌で感じられる環境であります。しかしながら、
これまで遠方および近隣の会員の皆さまの期待に応えられる
地元ならではの活動は不十分だったように思います。学園創
立100周年を経過するにあたり、年一回のリ・ユニオンに加

町 田 支 部  Machida えて、日常の中でホームライクな活動ができないか、昨年よ
り会合を重ね話し合ってきました。まずは、安三先生のお膝
元・滋賀支部が同窓生以外の地元有志の方々とタイアップし
た活動や、他支部の活発な活動を参考にさせていただき、地
元ならではの楽しく集える組織づくりを目指し、次のような
計画を考えています。支部運営規約の整備、学園「新」施設
の見学会、近隣支部との交流会、水澤心吾氏の朗読劇「希望
を失わず」鑑賞会など。皆さまの忌憚ないご意見がいただけ
れば幸いです。� 大沢則夫／96大院卒

204号に続きまして、今号では町田支部についてご紹介いたします

■ 全 国 の 支 部をご 紹 介 ■詳細は
ウェブサイトへ

第5回 全国支部長会議開催報告
ゲストに前中高校長の大越先生を迎え、10支部、設立準備中
2支部と本部幹事を含めた25名にて「今年のテーマ」という
議題にて話し合いました。まず山本会長より今期の本部テー
マの発表がありました。その後に発表された各支部のテーマ
や予定をご紹介します。ぜひ一度お近くの支部会へご参加く
ださい。来年の支部長会議は、対面でより具体的
な話し合いをと考えております。�
� 組織推進委員長　井伊公友／79大商卒

北海道　小助川副支部長／テーマは「承継と進化」。今後も
リアルとオンラインのハイブリッド運営をしていく。秋頃に
リアルで支部会を開催したい。
宮城　阿部副支部長／秋の芋煮会を予定している。安三先生
の劇を宮城でも観ることができたらと思う。また近隣で活躍
する同窓生の紹介や交流を望んでいる。山形支部や福島支部
と力を合わせてやっていきたい。
千葉　伊東支部長／少人数の食事会やゴルフでは集まってい
るが、支部会へ毎年日程を合わせて参加してもらうことは難
しい。一定数と過去の出席者へ案内を行い、新たな参加者が
増えるよう努力したい。
横浜　田中支部長／本年9月3日（土）に3年ぶりに支部会を
開催予定。タイトルは「次世代への継承」。多くの皆さまに
お集まりいただきたい。

相模原　霧生支部長／テーマは「継続可能な体制づくり」。
多くの本学生が市内行事にボランティアで参加しているので、
交流を図っていきたい。11月20日（日）に支部会を予定。
町田　大沢支部長／水澤心吾氏「清水安三・石ころの生涯」朗
読劇。地方から訪れた同窓生を歓迎するため桜美林施設巡り。
元旦に復活の丘から初日の出を拝む会などのイベントを企画。
滋賀　岡本支部長／滋賀には「清水安三記念館」「清水安三
記念福祉会」があり、毎年講演会や学園との交流会を行って
いる。今年1月の水澤心吾氏「清水安三・石ころの生涯」朗
読劇は大変好評であった。
大阪　高野支部長／本年10月第4土曜日に3年ぶりに支部会
を開催予定。多くの方に集まっていただきたい。
兵庫　高村支部長代行／支部会の開催は未定。まずは支部の
組織固めをし、今後具体的な取り組みができたらと思ってい
る。また枠組みだけ支部のウェブサイトを立ち上げた。卒業
生に書き込みをしてもらえるようになると嬉しい。
広島　今川支部長／今年か来年早々に広島市で支部会を開催
したいと考えている。広島市での開催は初めてなので、多く
の方にお声がけしていきたい。
香川　筒井氏／愛媛支部の松田支部長の協力を仰ぎながら、
香川・愛媛を中心に新たに四国支部発足を目指したい。
山形　手塚氏／鶴岡、庄内在住の4人で支部発足に向け企画
中。今年度中に山形支部発会式を開催したい。
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〈桜の園日本一計画〉 寄付金 募集要項
● �基金目標額�1,000万円。�
桜植樹および維持協力金として支出予定です。

●�一口�5,000�円�
口数は無制限。複数人で一口でも大歓迎です。
※�桜美林学園同窓会は任意団体につき寄付金は�
税額控除等の対象にはなりません。

※�二口以上ご寄付いただいた方、団体のお名前を
チャペル横に設置した銘板に掲載いたします。

● �趣旨にご賛同いただいた方は、下記口座へお振
込みの上、QRコードから参加申込フォームへ
アクセスし、必要事項のご入力をお願いいたし
ます。

森屋　光／73大英卒�………�30,000円

鈴木久代／67短英卒�………�30,000円

川島　聡／07大院卒�………�30,000円

千葉敏行／87高校卒�………�10,100円

村上雅美／02大中卒�………�10,000円

伊東茂治／83大経卒�………�10,000円

林　義明／83大商卒�………�10,000円

小西美子／63短英卒�………�10,000円

竹之内朋子／77短英卒�……�10,000円

山田豊幸／60高校卒�………�10,000円

鈴木正子／82大中卒�………�10,000円

榎本悦次／77高校卒�………�10,000円

松尾智子／83大英卒�………�10,000円

小椋行夫／66高校卒�………�10,000円

小椋千賀子／66高校卒�……�10,000円

北村　亮／69高校卒�………�10,000円

横田幸男／54高校卒�………�10,000円

倉橋瑞穂／96大国卒�………�10,000円

飯田眞理子／68高校卒�……�10,000円

小野和子／76短英卒�………�10,000円

井上悦子／69高校卒、�

吉村愛子／03大BM卒�
……
�
10,000円

沖田教子／69高校卒�………�10,000円

小倉淑子／68短家卒�………�10,000円

杉浦信男／50中学卒�………�10,000円

藤井恵子／60中学卒�………�10,000円

1976年度大学短大入学

フォークソング研究部�
……
�
10,000円

近藤英美／63短家卒�………�10,000円

小助川よしえ／82短英卒�…�10,000円

井上恵理子／11大LA卒�……�8,560円

伊藤絵里香／在校生保護者�…�5,000円

梅澤颯汀／20高校卒� ………�5,000円�

� （2022年2～7月末日現在）

〈桜の園日本一計画〉にご寄付いただきありがとうございます
多くの皆さまにご賛同をいただき感謝申し上げます。2022年7月末までにご寄付をいただいた方々を記載いたします。

桜植樹の進捗状況は同窓会ウェブサイトでご報告させていただきます。

学園創立100周年記念事業
100周年記念事業のプロジェクトの進捗をご報告いたします

現在学園に在籍されている生徒・学生の皆さまに
とっては、学園創立者とその業績は書物の中にし
か存在していないのではないかと思います。大正、
昭和と続く戦乱の時代に北京で「崇貞学園」を設
立後、戦争終結までの24年半の道程の全てを失
い帰国、そしてまたすぐに新たな教育事業を再開
する。このような業績は、国際情勢が混迷してい
る今こそ見直されるべきものではないでしょうか。
将来進む道を模索されている皆さまにとりまして
も、清水安三先生、郁子先生の困難な道のりの先
に成し得た偉業は、必ず希望と勇気を与えてくれ
るものと考えます。
学園創立100周年を経過するにあたり、創立者の
抱いた思いを読書感想文を通して学園の皆さまに
共有いただきたく、右記の要項で募集いたします。

【振込先】　
ゆうちょ銀行　〇〇八（ゼロゼロハチ）支店
普通口座：9010259　　
口座名義：��桜美林学園同窓会
（オビリンガクエンドウソウカイ）

【参加申込フォーム】
必要事項の入力はQRコードから➡

名称　100周年記念�在校生・在学生感想文コンクール
主催　桜美林学園同窓会　　後援　桜美林学園
対象　桜美林学園在校生・在学生
　　　①�中学生の部　②�高校生の部　③�大学・大学院生の部
募集期間　2022年9月1日～2022年11月30日
課題書籍　清水安三先生著書　『希望を失わず』『石ころの生涯』
　　　　　『朝陽門外』『桜美林物語』より一冊を選択

応募方法　原稿用紙５枚（2,000字）分をワード文書にて
　　　　　同窓会（alumni@obirin.ac.jp）に提出
表彰　参加賞、各部門優秀賞�各５名、最優秀賞�１名
審査　感想文コンクール審査委員会
応募・表彰などの詳細は同窓会ウェブサイトにてご確認ください。

〈100周年記念 在校生・在学生感想文コンクール〉のご案内
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同
志
社
大
学
を
卒
業
後
、
滋
賀
県
の
近
江
八

幡
教
会
に
牧
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
そ
の
後
岡

山
県
の
倉
敷
教
会
に
赴
任
し
て
い
た
当
時
、
小

林
茂
先
生
の
紹
介
で
柳
原
鐵
太
郎
先
生
よ
り
桜

美
林
中
学
・
高
校
で
の
チ
ャ
プ
レ
ン
を
薦
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
2
0
0
3
年

に
桜
美
林
中
学
校
・
高
等
学
校
の
チ
ャ
プ
レ
ン

と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
清
水
安
三
先
生
と
は

出
身
大
学
が
同
じ
で
、
出
生
地
が
私
の
赴
任
地

と
同
じ
滋
賀
県
、
ま
た
倉
敷
教
会
を
建
て
た
大

原
孫
三
郎
氏
は
先
生
の
オ
ベ
リ
ン
大
学
留
学
を

経
済
支
援
さ
れ
た
方
と
、
私
も
先
生
と
ご
縁
が

あ
り
そ
う
な
の
で
す
が
、
桜
美
林
学
園
に
着
任

す
る
ま
で
接
点
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
チ
ャ
プ
レ
ン
時
代
で
い
ち
ば
ん
印
象
的
だ
っ

た
こ
と
は
、
チ
ャ
ペ
ル
（
旧
荊
冠
堂
）
で
行
わ

れ
た
第
一
回
成
人
式
で
す
。
も
の
す
ご
い
人
数

の
卒
業
生
が
学
園
に
帰
っ
て
き
て
、
集
合
写
真

は
参
加
者
全
員
で
は
収
ま
り
き
ら
ず
、
ク
ラ
ス

ご
と
に
撮
影
す
る
ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。
清
水

安
三
先
生
の
桜
美
林
ス
ピ
リ
ッ
ツ
が
継
承
さ
れ
、

横
の
つ
な
が
り
が
し
っ
か
り
つ
く
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
成
人
式
を
今
も

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

桜
美
林
学
園
と
の
ご
縁

校
長
就
任
あ
い
さ
つ

歴
史
と
つ
な
が
り
に
感
謝
し
て

桜
美
林
中
学
校
・
高
等
学
校�

校
長�

　
堂
本
陽
子

現在も継続審議中です。詳細は同窓
会ウェブサイトをご覧ください。

〈石ころ庵改修・復活の丘聖地化プロジェクト〉
〈中国・北京 陳経綸中学訪問ツアー〉

桜美林学園創立100周年を記念して、同窓会が制作した『桜美林学園同窓会65年の歩み』を�
7月1日に発刊いたしました。同窓会の65年の歩みを振り返り、これまでの活動をまとめた初
の記念誌です。今後の同窓会行事や支部会にて参加の皆さまに配布する予定です。発行部数が
限られており、全ての皆さまにはお届けできませんが、後日データ公開も予定しております。

〈記念誌プロジェクト〉 同窓会創立65周年記念誌が完成しました！

　
ま
た
、
同
窓
会
で
は
中
・
高
文
化
祭
で
学
園

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
、売
上
金
を
中
・

高
の
教
育
環
境
整
備
、
充
実
の
た
め
の
資
金
と

し
て
ご
寄
付
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
も
テ

デ
ィ
ベ
ア
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
数
個
購
入
し
て

い
ま
す
。
チ
ャ
プ
レ
ン
時
代
、
心
が
疲
れ
て
し

ま
っ
た
生
徒
と
面
会
し
た
際
、
癒
し
と
し
て
テ

デ
ィ
ベ
ア
を
渡
し
「
お
守
り
と
思
っ
て
持
っ
て

い
な
さ
い
。
桜
美
林
ベ
ア
だ
か
ら
守
っ
て
く
れ

る
わ
よ
」
と
元
気
付
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
チ
ャ
プ
レ
ン
と
し
て
は
、
生
徒
を

相
手
に
個
人
と
し
て
受
け
答
え
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
本
年
4
月
に
校
長
を
拝
命
し
て
か
ら
は
、

学
校
と
し
て
の
方
向
性
や
先
生
方
の
意
見
も
尊

校
長
と
し
て

重
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
責
任
の

重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会

で
活
躍
で
き
る
国
際
人
に
成
長
し
て

ほ
し
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
は
、
海
外
に

出
て
い
く
と
い
う
だ
け
の
意
味
で
は

な
く
、
日
本
国
内
が
す
で
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
社
会
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と

思
っ
て
ほ
し
い
。
桜
美
林
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
学
び
、
卒
業
し
て
か
ら
も

桜
美
林
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
と
誇
れ

同
窓
生
の
皆
さ
ま
へ

満
開
の
桜
の
下
で
中
・
高
生
の
皆
さ
ん
と
笑
顔
の
堂
本
校
長

る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
学
校

づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
桜
美
林
学
園
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
は
、
崇
貞

学
園
か
ら
数
え
て
１
０
１
年
を
過
ぎ
、
こ
れ
ま

で
自
分
た
ち
の
手
で
図
書
館
を
つ
く
っ
た
り
、

プ
ー
ル
を
つ
く
る
た
め
に
穴
を
掘
っ
た
り
、
そ

の
一
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
で
今
日
が
あ
り
、

本
当
に
感
謝
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

　『
同
窓
会
だ
よ
り
』
を
拝
読
す
る
と
、
皆
さ

ま
の
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
当
時
の
か
け
が

え
の
な
い
思
い
出
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
知
り
、

学
び
、
共
有
で
き
る
も
の
と
し
て
大
切
に
読
ま

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
教
員
、
生
徒
、
同
窓
生
の
つ
な
が
り

を
よ
り
深
め
て
い
け
る
よ
う
な
活
動
を
模
索
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
担
当
　
広
報
委
員
会

�

　
霧
生�

保
、
田
邊
佳
織
）
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2022年5月29日

創立100周年記念式典のご報告
NEWS

2021年5月28日に創立100周年を迎えました学園は、コロ
ナ禍で延期しておりました記念式典を、本年5月29日に挙行
しました。

同窓会山本会長の式辞
も素晴らしく、同窓会
65年の歴史とともに
学園に寄り添う思いを
伝えてくださいました。
卒業生からのビデオ
メッセージ、アトラク
ションなど盛りだくさ
んの内容でしたので、
3時間の視聴は少々長
く感じられましたが、
どれも外すことのでき
ないオベリンナーから
のお祝いでした。
学園の次の100年への

感染対策として、同窓
会からは会長のみの出
席となったため、オン
ラインにてライブ中継
の視聴で参加いたしま
した。
式典は町田キャンパス
荊冠堂チャペルで開催
され、300人を超える
関係者が会場に集い二
部構成で行われました。
チャペルに響き渡るパ
イプオルガンの音色と
讃美歌で始まり、厳か
な礼拝の中で100年の

小池一夫理事長 山本美浩同窓会会長 中学校・高等学校ハンドベル部 声楽家�小林可奈さん
（14大総卒）

大学ソングリーディング部
CREAM

歴史の重みを改めて感じる式辞や感謝の意が述べられました。
小池理事長の式辞から、創立者清水安三先生、郁子先生をは
じめ、賀川豊彦先生（初代理事長）、大野一男先生（学長・
理事長）、佐藤東洋士先生（学長・理事長）などの先生方や
教職員の方々もさることながら、表に現れてこないような立

場で学園を支えてくださった方々、学園に土地を譲ってくだ
さった地元の方など多くの方々のおかげで今日の桜美林があ
ることや、感謝を忘れず、人にやさしい、人のことを十分思
いやることができる、豊かな人間性を備えた学生や生徒を輩
出できる桜美林学園であり続けたいという強い願いが述べら
れ、大変心温まる式辞でした。

新たな歩みは、すでに始まっております。同窓会として、
これからも若い卒業生につないでいくために、歴史のペー
ジを重ねてまいりたいと思います。�
� 同窓会副会長　藤本順子／78大英卒

2022年2月16日

中学校・高等学校の生徒へ生理用品の寄付を行いました
NEWS

コロナ禍の終息が未だ見えない状況下、
同窓会は経済的事情などにより生理用
品を十分に用意できない中学校・高等
学校の生徒への支援として、生理用品
を提供いたしました。
2月16日（水）、同窓会の藤本順子副
会長が桜美林中学校・高等学校へ赴き、
若井一朗教頭から校内での設置状況に

ついて説明を受けました。大越�孝校
長が「公立学校でも設置をする流れに
なってきており、とても良いタイミン
グでお話をいただき感謝しています」
とお礼を述べられると、藤本副会長は、
「この問題以外にもたくさんの問題を
抱えている生徒さんがいる。同窓会と
してお役に立てれば」と話しました。
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野間惠美子／74高校卒 （埼玉県）
会計年度任用職員として小学校に勤務しながら、2021年3月27日
にEMIKOとして「目覚め～悲しみにさようなら」という曲で歌手
デビューし、板橋を中心に活動中です。「歌う和菓子屋」として、
大山で ”辰屋かぎや”の店の主人と音楽活動を続けています。

宮本　淳／83大経卒 （東京都）
60歳になり、この3月で定年退職しました。町田市立小山田中学校
で退職し、そのまま同じ職場で再任用されることになりました。短
時間で週4日勤務し、社会科の授業を18時間持ちます。町田市と東
京都の教育委員会から感謝状をいただき、長年勤めてきて本当によ
かったと感じています。桜美林大学を毎日見ながら通勤しています。

石川まさ／53高校卒 （東京都）
昭和23年から29年まで楽しくお世話になりましたのに、なんのお
返しもなく86才になってしまい申し訳なく思っております。もう
人生事業も終業に近くなりましたので、お詫びを申し上げるだけに
なってしまいました。さようなら。感謝を込めて。

佐藤みちよ／63中学卒 （茨城県）
兵舎の上が寮、下が教室。1棟目に職員室、校長室がありました。
川村先生御一家も3棟目、真ん中の所に暮らしていらっしゃいまし
た。わがままで勝手な我々をいつも見守ってくださり、その時の思
い出は感謝と共に忘れることはありません。特に、クリスマス会！
また、暖房のない寒い冬の夜、毎日懐中電燈を照らして、点呼して
くださった舎監の川村先生を忘れたことはありません。年をとって
もますますあの日を懐かしく思い、胸が熱くなります。寮生たちと
会う機会があったら嬉しいですね。コロナがおさまり、寮会が開か
れたら必ず行きます！�パイプオルガン制作者の中里君は同級生です。

鈴木和子／88短英卒 （神奈川県）
短大家政科卒業生の赤松（旧姓田村）恭子さんが、渋谷で18年間
オーナーシェフとして「ピノサリーチェ」というイタリアンレスト
ランを経営しています。南イタリア料理とワイン、カンノーリなど
のイタリア菓子にも力を入れていて、とても素敵なお店です。お店
だけでなく赤松さんの人柄も素敵で、東日本大震災での保護猫の里
親になったり、４匹の保護猫を飼っているそうです。

大谷　努／86大中卒 （宮城県）
第5回�仙台短編文学賞の大賞を受賞しました（作品は「河北新報」
「Kappo」に全文掲載されています）。4月24日に仙台文学館にて授
賞式が行われ、選考委員の芥川賞作家・玄侑宗久さんより賞状をい
ただきました。在学中は文芸部（桜美林ペンクラブ）に所属してい
ました。当時の顧問、故小村哲雄先生がご健在なら喜んでいただけ
たのにと残念です（詳細は同窓会ウェブサイトをご覧ください）。

藤巻由絵／96大英卒 （東京都）
桜美林を卒業して20年以上が経ち、娘二人が進路を考える年頃と
なりました。娘たちには、桜美林で先生方に教えていただいたこと
を、たくさん話し伝えてきました。「人は、好奇心から自ずと学び
たくなること」「学べるということは、とても贅沢であること」等、
先生方のお言葉をいつも思い出し、娘たちと一緒に勉強を楽しんで
参りました。娘たちには、自分に合った進路を見つけ、私自身がそ
うであったように、学生時代を楽しんでほしいなと思います。

高橋弥生／76高校卒 （神奈川県）
『同窓会だより』毎回楽しみにしております。私はこの年になり息子
と共に実家を離れ独立生活を始めました。この数年キャンパスの近
くを車で通ることがあり、住宅の中に囲まれた現在にびっくりして
います。復活の丘へ登った頃をなつかしく思います。あの頃は子ど
もで感じなかった、よきキャンパスの思い出がよみがえってきます。

横田幸男／54高校卒 （東京都）
桜美林学園を卒業し、約70年近くになります。傘寿、米寿、卒寿
と人生の祝いが続きます。誰もが叶えられるものではありません。
今まで生きられたことを大変嬉しく思います。戦後77年間平和な
社会が続き、生きられることは大変ありがたく、いつまでも続くこ
とを願わずにはいられません。長寿だった恩師の清水安三先生、川
上ヨシ先生のあゆみを見習いたいです。

砂原奈美子／89高校卒 （東京都）
小林茂先生（チャプレンでしたね、懐かしいです）による、安三先
生随筆「基督教世界」を、いつも興味深く拝読しています。これは
書籍になってほしいくらい貴重です。昔の人たちの言動が生き生き
していますし、今の日本には安三先生のような世界規模で考える視
点が必要だということが具体的によくわかります。

前田恵子／86大英卒 （北海道）
6年程前に大学の入学式の日からの友人がアメリカより帰国したの
をきっかけに、他の友人、寮時代の友人と5人でラインをしており
ます。学生時代の思い出話から相談ごとまでほぼ毎日交流しており
ます。コロナの前は東京でお食事会も数回いたしました。また皆で、
今度は大学の同窓会でご一緒したいです。大学の先生方、スタッフ
の皆さまに心より感謝しております。

伊藤和美／85短英卒 （東京都）
『同窓会だより』いつもありがとうございます。高校、短大とお世
話になりました。たくさんの思い出があり、貴重な５年間でした。
お世話になった先生方には感謝しかありません。そして大切な友人
たちにもコロナが終息したら会いたいと思います。桜美林にも行き
たいです。

皆さまからのお便り ひろば
（ひろば欄担当　広報委員会　霧生�保、石原�健）

ひろばへお声をお寄せください
同封のハガキ、同窓会ウェブサイトの掲載申し込み
フォーム、右のQRコードから投稿が可能です。
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活
躍
す
る
オ
ベ
リ
ン
ナ
ー

歯
科
医
と
し
て
、地
域
医
療
に
貢
献

球
児
の
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
普
及
に
も
尽
力

医
療
法
人
社
団 

恒
久
会 

江
口
歯
科
医
院
理
事
長
　
江え

口ぐ
ち

康や
す

久く

万ま

さ
ん（
77
高
校
卒
）

悩
む
だ
け
で
い
い
結
果
が
出
せ
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
だ
か
ら
毎
年
万
騎
が
原
中
学
校
の

卒
業
生
に
は
私
の
失
敗
談
と
と
も
に
、
桜
美

林
高
校
野
球
部
の
こ
と
を
話
し
て
い
ま
す
。

優
勝
し
た
高
校
野
球
部
に

触
発
さ
れ
た
青
春
時
代

　
学
園
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
奇
し
く

も
昨
年
、
私
も
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
担
当
校
を
「
歯
の
日
本
一
」
に

導
き
、
教
育
現
場
で
の
指
導
な
ど
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
小
学
校
で
授
業
を
行
い
、
成
長

に
合
わ
せ
た
指
導
の
様
子
を
T
V
や
新
聞
で

取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス

で
も
1
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
日
本
学
校
歯
科
医
会
常
務
理
事
、
東

京
医
科
歯
科
大
学
矯
正
科
同
門
会
副
会
長
を

経
て
現
在
、
旭
区
歯
科
医
師
会
会
長
、
鶴
見

大
学
非
常
勤
講
師
な
ど
を
し
て
お
り
ま
す
。

横
浜
市
立
万
騎
が
原
中
学
校
の
同
窓
会
長
も

し
て
お
り
ま
す
が
、
依
頼
さ
れ
た
際
に
は
躊

躇
し
二
度
お
断
り
し
ま
し
た
。
中
学
時
代
は

知
っ
た
ヒ
ッ
ク
ス
校
長
先
生
で
し
た
。
す
ぐ

に
意
気
投
合
し
応
援
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
5
年
前
、
日
本
学
校
歯
科
医
会
会

長
か
ら
全
国
の
球
児
の
外
傷
防
止
の
た
め
マ

ウ
ス
ガ
ー
ド
の
普
及
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
高
野
連
の
田
名
部
理
事
か
ら
も
「
野
球

人
口
の
減
少
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
の
で

助
け
て
ほ
し
い
」
と
懇
願
さ
れ
、
私
が
桜
美

林
出
身
と
知
る
と
片
桐
先
輩
の
話
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
普
及
モ
デ
ル
校
の
浦
和
学
院

高
校
に
行
っ
た
際
、
野
球
部
長
と
話
し
て
い

る
と
「
こ
れ
か
ら
桜
美
林
の
優
勝
メ
ン
バ
ー

が
来
る
よ
」
と
告
げ
ら
れ
、
部
長
と
大
学
時

代
同
級
生
だ
っ
た
村
田
先
輩
に
お
会
い
し
ま

し
た
。
高
校
時
代
は
45
年
も
前
の
こ
と
で
す

が
、
い
ま
だ
に
こ
う
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
に
感
動
し
、
大
切
な
時
間
を
桜
美
林
で

過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

気
も
高
く
、
医
学
部
と
歯
学
部
が
あ
る
大
学

の
入
試
で
は
1
位
が
歯
学
部
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
共
通
一
次
試
験
が
始

ま
っ
た
こ
と
で
私
立
の
倍
率
が
史
上
最
高
と

な
り
、
国
立
に
受
か
っ
て
私
立
に
落
ち
る
こ

と
も
あ
る
混
沌
と
し
た
時
代
で
し
た
。
私
も

予
備
校
の
模
試
で
は
年
間
通
し
て
私
立
理
系

で
二
つ
優
秀
賞
を
い
た
だ
く
も
、
肝
心
の
入

試
で
は
特
待
生
の
学
科
試
験
は
パ
ス
し
て
も

面
接
で
袖
に
さ
れ
る
苦
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

　
父
か
ら
退
職
金
を
充
て
る
か
ら
進
学
し
な

さ
い
と
言
わ
れ
、
自
分
で
も
6
年
間
休
み
な

く
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
授
業
料
の
一
部
を
捻
出

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
父
が
大
学
4
年
の
と
き

癌
で
亡
く
な
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
と
、
努
力
の
成

果
が
出
せ
ず
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
卒
業
試
験
で
は
上
位
に
入
り
当
時

最
難
関
だ
っ
た
東
京
医
科
歯
科
大
学
病
院
の

矯
正
科
に
進
み
、
日
本
一
と
い
わ
れ
た
先
生

に
も
認
め
ら
れ
二
俣
川
で
開
業
し
ま
し
た
。

　
開
業
し
て
少
し
し
た
頃
、
桜
美
林
高
校
と

優
勝
候
補
で
あ
る
敦
賀
気
比
高
校
と
の
試
合

観
戦
に
甲
子
園
に
向
か
っ
て
い
る
と
、
電
車

の
前
の
座
席
に
い
ら
し
た
の
が
、
新
聞
で

健康のすべては
「歯」と「口」から始まる
扶桑社　990円（税込）

桜美林の話も
載っています

　
高
校
2
年
の
夏
、
野
球
部
は
ひ
た
む
き
な

努
力
を
実
ら
せ
、
甲
子
園
で
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
彼
ら
の
野
球
に
打
ち
込
む
姿
は
、

「
努
力
す
る
人
に
は
勝
て
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
ま
さ
に
実
証
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
努
力
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た
私
は
学
業

で
示
そ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
、
歯

学
部
は
6
年
で
臨
床
も
学
ぶ
、
大
学
の
中
で

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
い
ち
ば
ん
多
い
学
部
。
人

日
本
初
の“
退
職
学
”を
提
唱

最
高
の
会
社
の
辞
め
方
と
は
？

退
職
学
研
究
家  

佐さ

野の

創そ
う

太た

さ
ん（
06
高
校
卒
）

ん
で
ば
か
り
じ
ゃ
ダ
メ
だ
ろ
。
勉
強
し
ろ
」

と
言
わ
れ
、
何
も
言
い
返
せ
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
の
と
き
は
ま
だ
、
自
分
の
頭
と
心
で

下
さ
な
か
っ
た
決
断
が
「
傷
跡
」
に
な
る
と

と
で
き
れ
ば
、
退
職
後
も
声
を
か
け
ら
れ
続

け
る
人
物
に
成
長
で
き
る
の
で
す
。
私
は
自

分
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
「
退
職
学
」
と
名
付
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
1
0
0
0
人

©️Hayato�Sakurai
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2
0
0
7
年
に
桜
美
林
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
佐
野
創
太
と
申
し
ま
す
。
本
年
1
月
に

『「
会
社
辞
め
た
い
」
ル
ー
プ
か
ら
抜
け
出
そ

う
！
　
転
職
後
も
武
器
に
な
る
思
考
法
』
を

上
梓
し
ま
し
た
。
A
m
a
z
o
n
や
楽
天
の
ラ

ン
キ
ン
グ
で
1
位
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
出
版
を
機
に
、
紹
介
し
て
い
た
だ

く
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
引
き
ぎ
わ
下
手
」が
生
ん
だ

退
職
学
の
研
究
家

2022年5月15日

大学アメフト部、関西学院大学と対戦
NEWS

神戸の王子スタジアムにて、4年連続学生日本一である関西
学院大学と交流試合を行いました。結果は45対21と敗れた
ものの、1968年に創部して以来の初対戦。日本一になるた
めにはいつか必ず倒さなくてはならないチームですから、学
生たちは多くの収穫を得たことでしょう。創立者清水安三先
生が、かつて創立30周年（1976年）の桜美林大学だよりで
アメフト部に対する夢を語っています。「〈アメリカンフット
ボールを伴ひて行くまで　我は生きむとぞ思う〉長い間野球
の試合を見に行ってきたが、今より後はアメリカンフット
ボールを見に行って、桜美林が日本一強い関西学院のチーム
を負かすに至ったならば、アメリカへ伴い行って、オハイオ
のオベリンカレッジと一戦交えるつもり」と。高校野球部が
同年に甲子園優勝を果たしたときの先生の句〈夢を見よ　夢
は必ず成るものぞ　うそと思わば甲子園に聞け〉にもあるよ
うに、チームの目標である「学生日本一」を目指してほしい
と思います。皆さまのご声援をよろしくお願いいたします。

「会社辞めたい」
ループから抜け出そう！
サンマーク出版
1,540円（税込）

　
皆
さ
ま
の
桜
美
林
で
の
最
大
の
思
い
出
は

何
で
し
ょ
う
か
？
　
私
は
サ
ッ
カ
ー
部
で
す
。

し
か
し
、
楽
し
い
思
い
出
で
は
な
く
鮮
明
に

痛
み
を
思
い
出
せ
る
「
後
悔
」
で
す
。
で
も

そ
れ
が
最
大
の
思
い
出
な
の
で
す
。
そ
の
私

の
傷
跡
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
私
の
生
活
は
小
学
生
の
頃
か
ら
ず
っ
と

「
寝
る
か
食
べ
る
か
ボ
ー
ル
を
蹴
る
か
」
で

し
た
。
そ
れ
な
の
に
同
期
よ
り
も
早
く
サ
ッ

カ
ー
部
を
引
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ぜ
だ

と
思
い
ま
す
か
？
　
両
親
に
「
そ
ろ
そ
ろ
遊

は
知
ら
ず
、
卒
業
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
私
の
「
引
き
ぎ
わ
下
手
」
は
こ
の
頃
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
や
め
ど
き
の
判
断
が
、
下
手

な
の
で
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
も
最
初
の
会

社
を
1
年
で
退
職
。
次
の
会
社
も
1
カ
月
で

退
職
し
、
無
職
に
。
で
も
、
不
思
議
な
こ
と

が
起
き
ま
し
た
。「
引
き
ぎ
わ
下
手
」
が
今

の
私
の
仕
事
、
日
本
で
初
め
て
か
つ
唯
一
の

「
退
職
学
」
の
研
究
家
、
と
い
う
仕
事
を
生

み
出
し
た
の
で
す
。
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

こ
れ
ま
で
後
ろ
め
た
い
手
続
き
で
し
か
な

か
っ
た
退
職
を
、
人
生
に
起
こ
る
幸
せ
な
イ

ベ
ン
ト
に
変
え
る
こ
と
。
退
職
に
は
技
術
が

必
要
だ
し
、
哲
学
も
必
要
。
退
職
が
き
ち
ん

以
上
の
転
職
や
独
立
し
た
い
個
人
と
、
良
い

会
社
を
つ
く
り
た
い
経
営
者
の
相
談
を
受
け

続
け
た
結
果
が
前
述
し
た
本
で
す
。

　
私
は
音
楽
が
大
好
き
で
す
。
あ
る
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
こ
の
一
言
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

�「
心
に
持
っ
た
傷
、
傷
痕
か
ら
セ
ン
ス
は
生

ま
れ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」

　
私
に
と
っ
て
サ
ッ
カ
ー
部
は
傷
跡
で
す
。

で
も
そ
の
傷
跡
が
退
職
学
の
生
み
の
親
に
な

り
ま
し
た
。
私
が
桜
美
林
で
学
ん
だ
最
大
の

教
え
は
「
傷
跡
に
は
意
味
が
あ
る
」
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
こ
の
拙
著
を
き
っ
か
け
に
、
皆

さ
ま
と
仕
事
や
人
生
に
つ
い
て
語
り
合
え
る

日
が
来
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

OBIRIN CLASS of́  ́ 82 開催中止のお知らせ
1981年度桜美林高校卒業同窓会は本年度開催予定でしたが、
新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し中止となりました。
詳細は同窓会ウェブサイトをご覧ください。

北海道支部 IN 町田キャンパス
１００年桜まつり 参加ツアー
北海道支部は、11月12日（土）に行われる〈100年桜まつり〉に�
参加するツアーを現地集合・現地解散で開催します。旧友と
の再会、学園内見学、懇親会を楽しみましょう。ツアー詳細
は右上のQRコードから同窓会ウェブサイトをご覧ください。

また、北海道支部グループLINE登録を受付中です。
左のQRコードからぜひご登録をお願いします。
� 北海道支部長　矢吹光弘／83大英卒
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ビ
リ
ー
・
サ
ン
デ
ー
を
聞
く

�

オ
ベ
リ
ン
に
て
　
清
水
安
三

　
ビ
リ
ー
・
サ
ン
デ
ー
が
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

に
来
る
と
聞
い
て
、
私
は
こ
の
機
会
逸い

っ

す
べ

か
ら
ず
と
な
し
、
学
校
を
早は

や

引び
き

し
て
去
る
二

月
二
十
四
日
同
市
に
到
っ
た
。
ク
リ
ー
ブ
ラ

ン
ド
は
オ
ベ
リ
ン
と
東
京
横
浜
の
距
離
に
あ

る
。
私
は
一
年
振
に
電
車
に
乗
っ
た
の
で
あ

る
が
、
酔
う
て
目
が
ま
う
て
四
回
も
電
車
を

降
り
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
エ
ア
を
吸
う
た
。
ア
メ

リ
カ
の
電
車
と
い
う
も
の
は
、
馬
鹿
に
ガ
タ

ビ
シ
ャ
ゆ
れ
て
叶
わ
ぬ
。
其そ

処こ

へ
持
っ
て
来

る
と
日
本
の
電
車
は
大だ

い

軌き

（
大
阪
電
気
軌
道

＝
今
の
近
鉄
）
で
も
阪
神
で
も
、
実
に
上
等

で
あ
る
。
で
も
無
事
に
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
に

着
い
た
。

　
午
後
の
八
時
に
演
説
が
始
ま
り
、
六
時
に

う
有
様
で
あ
っ
た
。
群
衆
の
過
半
は
婦
人
で

あ
っ
た
が
、
水み

ず

鼻は
な

を
垂
ら
し
な
が
ら
二
時
間

立
ち
通
す
の
だ
っ
た
。
私
は
ポ
ケ
ッ
ト
の
新

聞
を
出
し
て
、
よ
み
出
し
た
が
、
何い

ず

れ
の
新

聞
も
ビ
リ
ー
・
サ
ン
デ
ー
の
記
事
で
満
ち
て

い
る
。
ビ
リ
ー
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
服
を
着
た

大
き
い
写
真
を
出
す
も
の
、
講
壇
で
獅し

子し

吼く

し
て
い
る
図
も
出
て
い
る
。
ビ
リ
ー
の
伝
も

出
て
い
る
。
私
が
そ
れ
を
ボ
ツ
ボ
ツ
読
ん
で

い
る
と
、
私
の
傍

か
た
わ
らに
立
っ
て
い
た
青
年
が
何な

ぜ
早
く
次
の
ペ
ー
ジ
を
読
み
始
め
ん
か
と
い

う
。
私
の
読
む
速
力
が
遅
い
の
で
横
か
ら
盗

み
読
み
し
て
い
る
人
達
が
待
ち
い
ど
ん
で
い

る
。
赤
の
他
人
の
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
我わ

が

輩は
い

の
新
聞
を
我
輩
が
読
む
の
に
、
ゆ
っ
く
り
と

読
も
う
と
ボ
ツ
ボ
ツ
と
読
も
う
と
勝
手
で
あ

る
。
す
る
と
ま
た
後う

し
ろ
に
居
る
ど
こ
の
何い

ず

処こ

の

婆ば
あ

と
も
わ
か
ら
ん
マ
ダ
ム
が
「
こ
の
人
の
意

見
に
一
致
す
る
」
と
い
う
。
私
の
肩
の
後う

し
ろ
か

ら
覗の

ぞ

き
よ
み
し
て
い
た
こ
の
婆
さ
ん
も
ま
た

私
が
次
の
ペ
ー
ジ
を
容
易
に
め
く
ら
な
い
の

が
、
気
に
く
わ
ぬ
ら
し
い
。
そ
う
い
う
わ
け

で
、
ビ
リ
ー
の
記
事
を
五
行
ぬ
き
に
し
て
、

ず
ん
ず
ん
読
ん
で
隣
に
立
っ
て
る
人
々
と
共

に
読
む
わ
け
で
あ
る
。
迚と

て

も
字
引
な
ど
引
っ

ぱ
り
よ
む
わ
け
に
は
行
か
ん
。

　
す
る
う
ち
に
六
時
十
五
分
前
に
な
っ
た
。

群
衆
は
も
う
公
会
堂
を
幾
重
に
も
取
り
巻
い

て
い
る
。
そ
れ
が
時
の
迫
る
に
つ
れ
て
動
揺

す
る
。
心
が
た
け
る
の
で
あ
る
。
六
時
き
っ

ち
り
一
分
一
秒
も
た
が
わ
ず
に
、
巡
査
が
扉ド

ア

を
排
し
た
。
群
衆
は
ど
し
ど
し
入
っ
た
。
二

百
人
か
ら
の
ア
ッ
シ
ャ
ー
（
会
場
世
話
係
）

が
一
々
会
場
を
整
理
し
て
い
る
。
驚
い
た
こ

と
に
は
六
時
二
十
分
に
は
一
万
二
千
の
椅
子

が
ビ
ッ
シ
リ
つ
ま
っ
た
。
六
時
半
に
は
講
壇

の
上
に
三
百
名
の
聖
歌
隊
、
階
下
に
一
万
人
、

階
上
に
八
千
名
で
、
約
五
千
の
も
の
が
席
な

く
し
て
立
っ
て
い
る
。
六
時
半
に
は
公
会
堂

は
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
が
、
追
い
か
え

さ
れ
し
も
の
は
約
一
万
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
こ
う
い
う
た
か
ら
と
て
、
何
も
驚
い
た
こ

と
は
な
い
。
曽か

っ
て
宮
川
（
経
輝
）
先
生
が

言
わ
れ
た
よ
う
に
、
日
本
で
二
百
名
集
め
る

程
の
牧
師
な
ら
ば
、
米
国
に
生
れ
た
ら
二
千

人
を
集
め
る
。
私
の
考
え
で
は
も
っ
と
集
ま

る
と
思
う
。
宮
川
先
生
が
紐

ニ
ュ
ー

育ヨ
ー
クで
四
十
年

や
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
ら
、
エ
ブ
リ

サ
ン
デ
ー
に
七
千
八
千
の
群
衆
は
集
ま
っ
て
、

D
D
や
ら
L
L
D
は
五
つ
六
つ
贈
与
せ
ら
れ

た
と
信
ず
る
。
そ
れ
で
ビ
リ
ー
・
サ
ン
デ
ー

が
米
国
で
一
万
を
追
い
か
え
し
て
も
驚
く
必

要
は
な
い
。
私
は
江
州
（
滋
賀
県
）
は
片
田

舎
の
産う

ま
れ
で
あ
る
が
、
う
ち
の
村
は
四
十
二
戸

の
人
家
し
か
な
い
。
こ
の
小ち

い
さ
い
村
に
あ
る
寺

で
、
本
願
寺
本
山
の
講
釈
が
始
ま
る
と
、
善

男
善
女
、
悪
人
悪
婆
が
凡
そ
一
万
集
っ
て
、

賽
銭
箱
の
代
り
に
、
酒
屋
の
醸

じ
ょ
う

造ぞ
う

桶お
け

を
用
い

る
。
そ
の
桶
に
は
梯は

し

子ご

を
用
い
て
登
ら
ん
と

頂
き
に
攀よ

ず
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。
賽
銭
は
尤

も
一
銭
銅
貨
な
り
穴
あ
き
銭
で
あ
る
が
、
見

は
開
館
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

会
場
は
一
万
二
千
の
座
席
を
有
す
る
と
謂い

う

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
公
会
堂
で
あ
る
。
断
っ
て

置
く
が
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
は
米
国
第
六
の
大

都
市
で
あ
る
。
私
は
折
角
来
た
か
ら
に
は
入

場
出
来
ぬ
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
考
え

て
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を
買
い
込
み
、
四
時

前
に
会
場
へ
着
い
た
。
入
場
の
後の

ち

欠あ
く
び伸
の
出

な
い
様
に
、
新
聞
を
五
種
も
贖あ

が
な
い
ポ
ケ
ッ
ト

に
押
し
込
ん
で
行
っ
た
。
私
の
予
想
で
は
四

時
間
前
に
行
っ
た
ら
、
私
が
入
場
第
一
人
だ

と
思
っ
て
い
た
。
然し

か

る
に
勿

お
ど
ろ
く
な
か
れ
驚
、
已す

で

に
群
衆

は
門
前
に
溢
れ
て
、
恰あ

た
か
も
汽
車
の
切
符
を
買

う
よ
う
に
、
数じ

ゅ

珠ず

つ
な
ぎ
に
並
ん
で
い
た
。

私
は
寒か

ん

天て
ん

に
二
時
間
立
っ
て
、
自
分
の
順
番

を
維
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
破は

目め

に
陥
っ
た
。

当
日
は
寒か

ん

風ぷ
う

凛り
ん

烈れ
つ

（
厳
し
い
寒
さ
）
で
（
洋

服
や
外が

い

套と
う

を
つ
き
通
し
て
）
肌
を
刺
す
と
い

原
文
、
難
し
い
本
漢
字
は
略
漢
字
に
、
旧
仮
名
使
い
は
新
仮

名
使
い
に
、
志
那
は
中
国
に
、
甘
は
二
十
に
改
め
ま
し
た
。

難
し
い
漢
字
に
は
振
り
仮
名
を
振
り
、
随
時
（
　
）
で
補
い
、

句
読
点
を
付
け
ま
し
た
。�

小
林
　
茂
／
51
高
校
卒

大
正
15
年
（
1
9
2
6
年
）
4
月
22
日

清
水
安
三
先
生
随
筆

「
基
督
教
世
界
」
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町田駅

町田高校
町田市民病院

木曽山崎団地地区

桜美林学園

相模原市

町田市

多摩市

小山田桜台団地
日大三高

野津田公園

ＪＲ横浜線

小
田
急
小
田
原
線

京王相模原線

小田急多摩線

多摩都市モノレール

ルート検討委員会の資料を基に町田市が作成

検討委員会で選定された
多摩都市モノレール

延伸ルート

多摩センター駅

沖汐照雄�……………………………………………………�86大経卒�〔22.02〕
篠崎　徹�……………………………………………………�77高校卒�〔22.02〕
栗山光代（鎗田）�……………………………………………�56高校卒�
関根晴彦�……………………………………………………�77大経卒�〔22.01〕
若林秀行�……………………………………………………�60高校卒�〔22.04〕
長門富子（小谷田）�…………………………………………�69高校卒�〔22.03〕
福田一成�……………………………………………………�65高校卒�〔22.04〕
鈴木佐栄（大出紀子）�………………………………………�52短英卒�〔22.03〕
原　良子（井出）�……………………………………………�64高校卒�
佐藤和子（山口）�……………………………………………�48中学卒�〔21.11〕
寺内孝樹�……………………………………………………�69高校卒�〔21.07〕
渡辺万知子�…………………………………………………�70短英卒�〔18.10〕
辻　裕子�……………………………………………………�83大英卒�〔21.05〕
髙木小百合（木村）�…………………………………………�85短家卒�〔21.06〕
谷　純子（桧垣）�……………………………………………�68短英卒�〔20.09〕
小山誉夫�……………………………………………………�50中学卒
三沢孝次�……………………………………………………�55高校卒
北村聡美（櫻井）�……………………………………………�81大英卒�〔20.12〕
小方彦司郎�…………………………………………………�56高校卒�〔22.03〕
浅谷貞一�……………………………………………………�56高校卒�〔22.02〕
石曽根由美子（須藤）�………………………………………�70短英卒�〔22.05〕
河合玲子（吉田）�……………………………………………�86高校卒�〔22.01〕
牧原喜郎�……………………………………………………�71大英卒�〔22.06〕
三嶽道子（大圃）�……………………………………………�66高校卒�〔22.02〕
篠崎寿夫�……………………………………………………�70高校卒�〔20.07〕
高田光宏�……………………………………………………�62短英卒�〔21.02〕

ご逝去された方々　謹んでご冥福をお祈りいたします。�
卒業生は敬称略� ��（　）内は旧姓��〔　〕内は逝去年月

る
見
る
内
に
こ
ぼ
れ
出
る
の
で
桶
の
上
部
を

筵む
し
ろで
掻か

き

巻
く
と
い
う
有
様
、
若わ

か

狭さ

、
越え

ち

前ぜ
ん

か

ら
も
山
越
え
谷
を
渉わ

た

っ
て
や
っ
て
来
る
。
私

は
ビ
リ
ー
・
サ
ン
デ
ー
の
集
会
に
列
し
て
其そ

の

光
景
を
思
い
出
し
た
。

　
余
談
は
さ
て
置
い
て
、
会
場
に
入
場
し
て

見
る
と
、
一
種
の
ぼ
せ
る
よ
う
に
感
ず
る
程

に
人
が
込こ

ん
で
い
る
。
七
時
に
な
る
と
ビ

リ
ー
・
サ
ン
デ
ー
の
相
役
の
音
楽
家

R
o
d
e
h
e
a
v
e
r
が
、
講
壇
に
あ

ら
わ
れ
る
。
こ
の
男
は
で
っ
ぷ
り
ふ
と
っ
て
、

実
に
立
派
な
音
声
で
喋し

ゃ
べ
り
出
す
。
バ
リ
ト
ン

の
肉
声
で
以も

っ

て
歌
う
。
私
も
こ
の
人
の
ク
ワ

イ
ア
を
指
揮
す
る
と
こ
ろ
、
ま
た
二
万
に
近

い
群
衆
に
歌
を
教
え
る
と
こ
ろ
、
手
に
入い

っ

た
も
の
だ
と
思
う
た
。
木
村
清せ

い

松ま
つ

先
生
の
司

会
ぶ
り
に
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
右
方
階

上
に
居
る
も
の
に
一
節
を
、
次
は
左
方
階
上

に
一
節
を
、
そ
れ
か
ら
後
方
階
上
に
と
一
節

づ
ゝ
歌
わ
せ
る
。
左
右
の
階
上
の
も
の
に
歌

わ
せ
る
時
は
両
手
を
用
い
て
指リ

ー
ド揮
す
る
が
、

後
方
階
上
の
聴
衆
に
歌
わ
せ
る
時
は
、
ひ
と

さ
し
指
を
一
本
、
髙
く
上
に
揚あ

げ

じ
っ
と
さ
せ

手
を
動
か
さ
ず
し
て
自
分
は
黙
し
て
聞
い
て

い
る
。
歌
い
終
る
毎
に
「
立
派
だ
有
難
う
」

と
い
う
て
一
寸
滑こ

っ

稽け
い

な
こ
と
を
い
っ
て
、

ど
っ
と
笑
わ
せ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
黒
人

の
青
年
が
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
歌
っ
た
。
ア
ン

コ
ー
ル
な
ど
あ
っ
て
、
大
喝
采
で
あ
っ
た
。

八
時
近
く
な
る
ま
で
、
ロ
ー
ド
フ
ィ
ー
バ
ー

が
自
ら
歌
っ
た
り
、
聴
衆
を
歌
わ
せ
た
り
、

コ
ル
ネ
ッ
ト
を
吹
い
た
り
、
凡す

べ

て
音
楽
の
爲た

め
に
用
い
ら
れ
た
。
八
時
十
五
分
前
に
な
る

と
、
ビ
リ
ー
・
サ
ン
デ
ー
が
や
っ
て
来
た
。

妻
君
を
伴
う
て
壇
上
に
あ
ら
わ
れ
た
。
ビ

リ
ー
・
サ
ン
デ
ー
も
多
分
コ
ー
ル
テ
ン
の
洋

服
を
着
て
来
る
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
毛
皮

の
外が

い

套と
う

を
穿う

が

っ
て
い
た
。
満
州
か
中
国
で
は

男
で
も
、
毛
皮
の
外
套
を
着
て
、
寒
さ
を
防

ぐ
が
米
国
で
は
こ
れ
は
贅ぜ

い

沢た
く

品ひ
ん

と
な
っ
て
い

て
、
女
で
も
、
毛
皮
外
套
を
呉
れ
る
程
の
男

子
に
な
れ
ば
誰
に
で
も
、
婚
約
す
る
と
謂い

わ

れ
て
い
る
位
で
、
な
か
な
か
の
贅
沢
品
に

な
っ
て
い
る
。そ
い
つ
を
ビ
リ
ー
・
サ
ン
デ
ー

が
着
る
と
こ
ろ
、
一
見
し
て
、
ビ
リ
ー
・
サ

ン
デ
ー
が
a
s
c
e
t
i
c
i
s
m
（
苦
行

生
活
）
で
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

�

（
以
下
次
号
）

2021年12月27日

多摩都市モノレール、学園に延伸予定
NEWS

東京都が設置した「多摩都市モノレー
ル町田方面延伸ルート検討委員会」に
おいて、全長約16kmの延伸ルートが
選定されました。ルートは多摩セン
ター駅から、野津田公園～日大三高～
小山田桜台団地～桜美林学園～木曽山
崎団地地区～町田市民病院～町田高校
を経て、町田駅まで。開業予定時期は
未定ですが道路整備が順調に進めば、
学園へのアクセスが向上する見通しで
す。選定されたルートである桜美林学
園の横を通る道路には、「延伸予定ルー
ト」と書かれた看板が設
置されています。
� 若林章喜／92高校卒

広報まちだより一部改変
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編集後記

2022年6月11日の賀寿祝い礼拝は、総会に合わせて3年ぶりに荊
冠堂チャペルで行いました。新型コロナウイルス感染症が広まって
から、会うことができなかった同級生に久しぶりに再会した傘寿・
喜寿・古希・還暦の皆さまの笑顔で、チャペルのホールは花が咲い
たように明るくなりました。来年もまたこのように皆さまをお迎え
したいと願っております。今号では学園創立100周年を祝い制作
した『桜美林学園同窓会65年の歩み』の完成もご報告できました。
皆さまのご協力に心より感謝申し上げます。�広報委員長　田邊佳織

Information

2023 
成人の祝い礼拝・茶話会✿ 1月��9日（月・祝）

千葉県 リ・ユニオン✿ 2月��4日（土）

※�上記の行事予定はコロナ禍により中止・延期になる可能性があります。
詳細はそれぞれのウェブサイトをご確認ください。

これからの行事予定

2022 
宮城 リ・ユニオン✿� 10月15日（土）

大阪 リ・ユニオン✿� 10月22日（土）

大学祭（町田キャンパス） 10月28日（金）～10月31日（月）

大学祭（新宿キャンパス） 11月��4日（金）～11月���7日（月）
100年桜まつり
〜リ・ユニオン＆ホームカミングデー〜� 11月12日（土）

沖縄 リ・ユニオン✿� 11月19日（土）
モンゴル国立馬頭琴
交響楽団来日演奏会 12月��3日（土） 東京ひなたやま

キャンパス

✿印は同窓会主催

※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

事務局より会員の皆さまへ

転居など、個人情報の変更手続きは、同窓会ウェブサイトの専用
フォームをご活用ください。ウェブサイトをご覧になれない方は、
桜美林学園同窓会事務局までご連絡ください。
お電話でのお問い合わせ／☎042-797-1632（平日9：00～16：00）
ファックスでのお問い合わせ／☎042-797-3897
メールでのお問い合わせ／alumni@obirin.ac.jp
ウェブサイト／https://www.obirin.jp/alumni

会員の皆さまの個人情報の取り扱いについて

同窓会では、皆さまの個人情報につきまして、学園のプライバシー
ポリシーに基づき厳重な管理をしております。過去に発行された名
簿の保管には充分ご注意いただき、第三者への譲渡や販売はお控え
くださいますようお願い申し上げます。またDMや電話から、その
企業へ名簿を提供した業者が特定できた場合、お申し出により名簿
記載事項の削除を求めることができます。ご不明な点は事務局まで
お問い合わせください。

同窓会Facebookのご案内

桜美林学園同窓会のFacebookでは、皆さまに同窓会や学園の最新
情報、在校生・卒業生の活躍などをお伝えしております。詳細は
Facebookのウェブサイトから「桜美林学園同窓会」で検索いただ
くか、右記QRコードよりアクセスをお願いいたします。
皆さまのフォロー、お待ちしております！

＠ Obirin.alumni.official

感謝の誌代��敬称略

榎木隆子／68短家卒�………………………………………� 30,000円
杉浦信男／50中学卒�………………………………………� 20,000円
岡村のぞみ／69大英卒�……………………………………� 20,000円

特別会費納入のお願い

同窓会では会費納入規程第4条に基づき、学園をご卒業後
10年、20年、30年の同窓生に各5,000円もしくは初回時
（卒業後10年）に永年会費として10,000円の納入をお願
いしております。皆さまからお預かりした特別会費は『同
窓会だより』の発行や同窓会の諸活動、また学園支援に幅
広く活用させていただいております。今後もさらなる同窓
会発展のために努力してまいりますので何卒ご理解の上、
ご協力くださいますようお願い申し上げます。

〈送金方法〉
銀行振込／三菱UFJ銀行 町田支店 普通 口座番号：4591073
口座名義：特別会費�桜美林学園同窓会 代表者 山本美浩
※�振込依頼者の後に会員番号を追記してください。�
携帯からのご送金など追記できない場合は不要です。

〈特別会費納入対象卒業年度〉
●1991年度　●2001年度　●2011年度
※ 卒業年度は会員番号上2桁でご確認ください。
※ 会員番号は宛名ラベルのお名前の下に8桁の数字とアル
ファベットで記載しています。

特別会費をご納付いただいた皆さま 敬称略

中河邦忠／59高校卒
加藤久実／83大英卒
木之内美恵子／83大中卒
嵯峨幸喜／84大経卒
藤村美和／91高校卒

渡辺啓太／91高校卒
中嶋永実／01高校卒
岩崎浩二／10大LA卒
谷川裕哉／11大院卒
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